
 

 積雪寒冷である北海道の住宅では、積雪が要因とな

る屋根の障害が数多く発生します。主なものには、す

がもれや氷柱、落雪事故、雪庇の発生があります。こ

れらの障害を改善するためには、断熱性の向上、小屋

裏換気量の適正化、屋根葺材やデザインに関する技術

的な配慮が必要となりますが、改善技術は体系的にま

とめられていない現状です。このことから、本研究で

は、主に住宅を対象として、屋根雪に係る障害改善技

術の再構築を目的としています。 

 本研究では、北海道内で広く普及している「M 形屋

根」「フラット屋根」「無落雪勾配屋根」「滑雪勾配屋

根」を研究対象としています。はじめに、これら屋根

で発生する障害の特徴を分析します。次に、その分析

結果に沿って、基礎実験やモックアップ試験・数値計

算等を行います。最終的には、実験結果などから、積

雪障害を防止する屋根の技術提案を行う予定です。 

 本年度は、消費者相談の実態調査から障害の要因分

析を行いました。分析結果をみると、屋根雪の落雪と

すがもりに関するトラブルが多いことが明らかにな

っています。この分析結果に基づき、雪と屋根葺材と

の摩擦力測定を実施しています。また、モックアップ

試験体を使用した大型落雪実験を実施するとともに、

すがもれの発生に影響を及ぼす冬季の小屋裏温度の

実測も行っています。  

建築と積雪に関連する消費者相談の月別件数は、降雪量と相関があります（図１）。厳寒期に落雪，

漏水（すがもれ）の相談が多いことが特徴です。研究では、住宅の屋根を落雪屋根と無落雪屋根に大

別して検討を進めています。本年度の検討の結果、落雪屋根では、粗面の屋根葺材を用いた場合（写

真１）、春先の暖気などでも危険な落雪が生じにくいことが明らかとなっています。無落雪屋根では、

屋根材や小屋裏、樋の温湿度実測データも得ることができました。これらの技術的知見は、内容を精

査しながら、当所が作成・監修するパンフレットなどに随時反映してゆきます。次年度は、研究の最

終年度として、今冬季に行った検討結果を集約・分析して、技術資料を報告する予定です。 
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実験開始

実験開始後54h(2日+6時間)

実験開始後36h(1日半)

【屋根勾配】
10寸,8寸,6寸勾配の３種類

【積雪深さ】
ザラメ雪10cmの上層にしまり雪40cm

【実験時気温】

5.6～15.1℃
【屋根葺材】

市販の屋根用砂付鋼板注1）

【結果】
いずれも滑雪せず、融雪した。

注1)粒径0.3～1.2mm程度の骨材が樹脂とともに
鋼板上に積層された鋼板。表面粗さは中心
線平均粗さRaで50μm前後,10点平均粗さRz
では300μm前後のものを使用した。

図１ 北海道の月別相談件数と主要都市の降雪量

写真１ モックアップ試験体を使用した大型落雪実験の様子 
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